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⑪ 犠 牲 と アキ ー カ 


⑯ クマ ント ッ ゥ (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 巡礼 形式 ) や キラ テー ン (ハッ ジ と ウ 
ムラ を 同時 進行 する 巡礼 形式 ) の 巡礼 形式 を 選ん だ ゆえ の 義務 と し て の も の で あれ 、 あ 

















っ で - 寺 - 


る い は 巡礼 を 何ら か の 理由 で 阻ま れ た 場合 に 課せ られ た も の で あれ 、 ョ 


至 両 の アッ フー へ 





の お 近づき を 意図 し て マッ カ の 聖域 へ と 連れ て 行く 家畜 1 の 犠牲 の こと を 、 ハ だ ウゥ ユ と 











言い ます 。 








人 @ 一 方 至高 の アッ ラー へ の お 近づき を 意図 し て プー だが ・ デ ルニア だ ゥ ハー (ヒジ ュ ラ 麻 ズ 
ー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 10 日 目 ) に 層 ら れる 犠牲 は 、 ウ ドッ ヒヤ と 呼ば れ ま す 。 


























⑯ ウド だ ヒヤ は : ムスリム で それ を する こと が 可能 な 者 に 対 し て の 、 強 く 推 奨 さ れ た スン 


プ z で す 。 








(グル デー ン 17 : 108) 


⑯ ウッ ヒヤ を 届 る 時 期 : 


イー ド ャ アル ニア ドゥ パ バー (ビジ ョ ラ 訂 ズー アル 三 ヒ ッ ジ ャ 月 10 目 














後 か ら 、 ア イヤ ー ム ・ ア ッ ニ タ シ ュ リ ー ク 3 の 最後 まで で す 。 














至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :- そし て サラ テー (礼拝 ) し 、 犠牲 を 捧げ る の だ 。 , 




















) の 集団 礼拝 の 








倫 ウド ゥ ヒヤ の 和 肉 を 食し 、 贈 与 し 、 貧 者 に 施す こと は スン ナ で す 。 ま た 














親戚 や 隣人 と の 関係 を 深め る な どの 、 非 常に 大 き な 徳 が あり 


⑯ ハ ド だ ラー と ウド だ ウゥ ヒ ヤ 、 デ キー カ み の 条 件 : 


ウド ッ ゥ ヒヤ に は 、 














偉大 か つ 昔 厳 な る アッ ラー へ の お 近づき と し て の 行為 、 家 人 へ の 振舞 、 





貧者 へ の 善行 、 











計る 





1 一 ハ ド ゥ ユニ と ウド ゥ ヒヤ 、 ア キー カ と し て 捧げ る 犠牲 は 、 ラ クダ な ら 5 歳 以 上 、 牛 な ら 





2 歳 以 上 、 羊 な ら 半 年 以上 、 ヤ ギ な ら 1 歳 以 上 で な けれ ば な り ま せん 。 











また 1 度 犠牲 に する 








と 決め た 家畜 は 売っ た り 、 贈 与 し た り し て は な り ま せん 。 但し それ より も 価値 の 高い 家畜 





と 変換 する こと は 許さ れ ま す 。 











フー クツ ドウ み ラ と ウ ドウ ヒヤ 、 WE26021 お 93HNEES お 4 2 
ー ム 法 で 定め られ た 一 定 の 年 齢 に 達し て いな けれ ば な り ま せん 。 ま た 欠陥 


























訳者 注 : 家畜 と は ラク ダ か 和牛 、 羊 か 山羊 の こと を 指し ます 。 








ND ロロ 





能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏 紅 する べき で ある と され て いま す 。 
訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 11, 12, 13 日 の 3 日 間 の こと 。 
1 








い J 























な ど が あっ て は 


訳者 注 : 預言 者 へ ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 


な ら ず 、 よ く 肉 が つい て いて 値段 が 高く 、 か つ E 



































の を 捧げ る の が 最善 で す 。 


@⑯ 半 1 頭 は 1 人 分 の 犠牲 に 、3 



























































ら が 所 有 し て いる も の の 内 最も 高価 な も 


























E た ラク ダ 1 頭 と 牛 1 頭 は 各々 7 人 分 の それ に 相当 し ます 。 
また 羊 で あれ ラク ダ で あれ 牛 で あれ 、 自 ら と 、 存命 中 か どう か を 問わ ず 自 ら の 家族 の た 























め の 犠 牲 と し て 捧げ る こと が 出来 ます 。 また ハッ ジ を する 者 は 出来 る だ け 多 く の ハ ドッ 

















ユ を 層 る こと が 好ま し い の で す が 、 一 方 ウド ゥ ヒヤ は 上 
に 留め て お く の が スン ナ で す 。 

















ウド ッ ヒ ヤ は 存命 中 の 者 の た め に 行う こと が スン ナ で す が 、 存命 中 の 者 の それ に 付随 さ 








分 の 家族 の た め に 1 頭 だ け 選 る 




















せる つも り で 行う の な ら 、 死 人 の た め に 詳 る こと も 可能 で す 。 但 し 死人 が 遺言 で 、 自 分 
の た め だ け に 独立 し た ウド ゥ ヒヤ を 捧げ る よう 依頼 し て いた 場合 は 別 で す 。 

















⑯ ウド だ ッ ヒ と ヒヤ を 捧げ よう と する 者 が 禁じ られ る こと : 


の 毛 や 皮膚 の 





























ウド ゥ ヒヤ を 捧げ よう と する 場合 、 ズ ー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 の 最初 の 10 日 間 に そ の 家 談 























部 、 爪 な ど を 切除 し た りす る こと は 禁じ られ て い 








ES お もし で の よう だ なこ 


と を 犯し て し まっ た 場合 は アッ ラー に 人 罪 の お 赤 し を を いま す が 、 こ れ に 対し て 何ら か の 崇 
罪 が 課せ ら れる こと は あり ませ ん 。 


























ウン ム ・ サ ラマ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ウ ドッ ゥ ヒヤ を 捧げ る つも り の 者 は ズー・ ア ル テ ヒ ッ ジ 
ャ 月 の (最初 の ) 10 日 間 に 入っ た ら 、 そ の 毛 や 皮膚 に 手 を 付け て は な ら な い 。」( ム スリ ム 
の 伝承 



























































ヨ ら 、 あ る い は 家族 の た め に ウド ッ ゥ ヒヤ を 捧げ る 者 は 、 

















必殺 の 際 に 次 の よう に 唱え る こ 





と が スン チ で す *「 デ ッ ジ ー の 御名 に お いて 。 アデ ッ テ ー は 倍 夫 な り 。 デッラ テー よ 、 私 . (の 
この 行為 ) を お 受け 入れ 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 こ れ は 私 と 私 の 家族 の た め の も の で す 。」 





@ 様 竹 の 届 り 方 : 


物 で 笑い て 














ラク ダ は 左前 足 を 縛っ て 立た せ た ま ま 、 首 の 付け 根 (胸元 に 接し た 部 分 ) を 正面 か ら 刃 






































で 








「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。 ア ッ ラ ー は 僅 大 な り 」 と 唱 














4 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1977)。 


> 





ズ 3 




















層 る の が スン ナ で す 。 一 方 ラク ダ 以 外 の 家畜 は 体 の 左側 を 下 に し て 横 た わ ら せ 、 
ヨ ら の 右足 で 首 を 押さ えつ け 、 頭 部 を つか みな が ら 首 の 上 部 を 刃物 で 切っ て 層 り ます 。 ラ 
クダ も それ 以外 の 家畜 も 、 そ れ ぞ れ も う 一 方 の や り 方 で 
は 、 











必 る こと も 可能 で す 。 必殺 の 際 に 
記 示 。 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
白地 に 黒 の 斑点 が ある 角 の 生え た 2 頭 の 雄 羊 を 、 
て (その 際 に は ) アッ ラー の 御名 を 唱え 、 タ クビ ー ル し 、 足 を 首 の 


安 あ れ ) は 











の 


と 平 
層 り まし た 。 そ し 


き 
































ヨ ら の ヨ 


LL- 
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町 ( こ { 
































1 さえ つ 



































け ) まし た 。 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 5) 


人 @ ハ ド ッ ニ に せよ ウド ッ ゥ ヒヤ に せよ 、 


な けれ ば 代理 を 


喉 と 食道 、 そ し 
法 と な り ま す 。 


IT 





、 




















で 司る の お が ス シン で 





ヨ ヨ ら の ヨ 展 殺 に 長 じ て い 

















依頼 し 3 








て 片方 か 『 


E す が 、 そ の 際 彼 に 報 を 与え て は な り 
に は その 依頼 人 、 あるいは その 依頼 人 が 代理 する と ころ の 者 の 名 に 言及 し 3 
方 の 妥 動 脈 を 切断 し 、 血 液 が 流れ きっ た 時 点 で 食す る の に 








ませ ん 。 そ し て 届 殺 の 際 
た す 。 犠牲 


レム 
ロ 





に 














@ ウド だ ッ ゥ ヒヤ と する に 適切 で な いも の : 


アル テバ ラー ゥ ・ ブ ン ・ ア ー ズ イィ イブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 は 預言 
F 安 あれ ) が こう 言う の を 聞き 
来 な い : 








ノ 」 


者 ( 彼 ( 























こ ア ッ ラ テラー から の 祝福 
の は ウド ッ ゥ ヒヤ に する こと が 


戸 


と 














日 
ロ 


品 
品 
































E し た : 「( 以 下 の ) 4 種 の も 


片目 で ある も の 、 病 に 槍 っ て いる も の 、 足 が 悪 く 





歩け な いも の 、 痩 せ 衰 えて 骨 の 階 も な いよ うな も の 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アン = テ ナ サ 


ー イ ー の 伝承 6) 


信 ハ ド ゥ ッ ニ 、 あ る い は ウド ゥ ッ ヒヤ な ど を アッ ラー へ の お 近づき と し て 
病 に 槍 っ て いた こと を 知っ た 場合 、 そ の 犠牲 は 


の 家畜 が : 
も 本 来 の 








的 が 








和 失わ れ て し 











人 @ 避 尾 が 少 





計っ た 後 、 初 め て そ 
有効 で は あり ませ ん 。 と いう の 




















で 





E っ た か ら で す 。 

















し で も 切れ て いる も の 、 コ ブ の な い ラ クダ 、 視 力 の な いも の 、 足 が 切れ て いる 


も の な ど は 全て 、 ア ッ ラ ー へ の お 近づき と し て ハ ド ゥ ユ 、 ウ ドッ ヒヤ な どの 犠牲 と する 








は 田 来 まぜ 


ん 。 


⑯ デキ ー カ に 関す る 法 的 見 解 と その 時 期 : 





アキ ー カ は H 
き あ が 20 


アキ ー カ は 強く 指 


日 産 の 折 に 行わ れ 3 





E す 。 子供 が 生 





E れ た ら 、 死 産 で な い 限 り ア キー カ を する 














ー 























順 ね た 場合 、 犠 特 
逃し た ゆえ 、 犠 拉 























E は 


軟らか くし た も の を 新 4 














E 疲 され だ スシ ナ で 、 男 
計り ます 。 そ し て その 日 に 命名 し 、 弟 髪 し ます 。 も し 7 日 


E は いつ で も 捧げ る こと が 出来 ます 。 も し 





計り ませ ん 。 また 日 


日 








中 な ら 羊 2 頭 、 女 ! を 
目 に 何ら か の 
由 が な か っ た 場合 は 、 


E の 際 は ナツ メ ヤ シ か その よう な も の を ロロ 


な ら 羊 1 頭 を 3 


| 


E 後 7 日 目 ( 
が あっ て や り 
時 期 を 
で 噛み 、 


ジグ 




































































E 児 の 








サ 
ニー 
ナ サ ー イ ー の も の 。 

















| の ぴの 








に 含ま せる の が スン ナ で す 。 


ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5565)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1966)。 文章 は ムスリム の も の 。 
正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2802)、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (4370)。 文章 は アン 


3 




















@ 次 作 は 以下 の 5 つの 事 に お いて 、 そ の 基 あ る い は 価値 を 男性 の 半分 と 定め られ て いま 
す : ① 遺 産 、② 血 債 、③ 証 言 、 の アキ ー カ 、⑤ 奴 隷 身分 か ら の 解放 額 。 











「 
































⑯ アキ ー カ は 新た な 恩恵 に 対す る アッ ラー へ の 感謝 の 表現 で あり 、 新生 児 の た め の 犠 牲 で 
あり 、 か つ 至 高 の ア ッ ラ ー へ の お 近づき を 意図 し て 行わ れ ま す 。 























@ 新生 児 の 告知 を する こと に 関し て の 法 的 見 解 : 














ムスリム は 、 吉 報 を その 上 兄弟 姉妹 に いち 早く 告知 する こと が スン ナ で す 。 そ れ を 聞い た 
者 は 出生 祝い の 言葉 を 送り 、 ド ッ ゥ アー (祈願 ) し て や る の が よい で し ょ 2 う 。 














至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : - ザ カ リー ヤー ( ザ カ リヤ ) よ 、 実 に われ ら ( ア 
ッ ラ ー の こと ) は あな た に 、 ヤ ヒヤ ー (ヨハ ネ ) と いう 名 の 男の子 の 吉報 を 伝え よう 。 わ 
れ ら は か つて 、 誰 に も その 名 を 与え た こと は な か っ た 。, (クルアーン 19 : の 





@ 命名 の 時 期 : 





1 一 出産 日 に 命名 する こと が スン ナ で す 。 














アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た * 今晩 私 に 、 男 の 子 が 生ま れ た 。 そ 
れ で 私 は 彼 を 、 わ が 父 ( 祖 ) の 名 で ある イブ ラー ヒー ム と 命名 し た の だ 。" 」( ム スリ ム の 伝 
承 7) 
























































2 一 命名 は 、 生 後 7 日 月 よ り も 遅らせ な い 方 が 良い で し ょ う 。 実際 の と ころ 命名 の 時 期 
の 範囲 は 広い の で 、 そ の 前 に 命名 し て も 後に 命名 し て も 間 題 は あり ませ ん 。 















































サム ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 全 て の 新生 児 は アキ ー カ を され る 義務 が ある 。 (生後 ) 7 
日 目 に 犠牲 を 層 り 、 弟 髪 し 、 そ し て 命名 する の だ 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アフ マ ャ ド の 伝 
承 8) 



























































@ 新生 児 の 命名 の 仕方 : 





生ま れ た 子供 に 良い 名 前 を 選ん で 付け る の は 、 ス ン ナ で す 。 至高 の アッ ラー が お 好み に 
が られ る の は アブド ッ ラ テー (アッ ラー の し も べり 」 や | アブ ドッ シフ マー ン ( 長 や 笑 悲 深 























7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2315) 。 
8 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2838)、 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (20188)。 文章 は アフ マ ド の 
も の 。 
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い お 方 の し も べ )」 で す が 、 そ れ ら に 次 ぐ の が 「 ア ブ ド ・ ア ル テ ア ズィー ズ (最も 偉大 な る 
8 方 の し や ゃ で)」 や | アブ プ ド ・ ア ル デ マ リク ( 真 の 王 の し も べ )」 な ど 、 デ アッラー の 美 名 に 
「 と の し も ベ 」 を つけ た 名 前 で す 。 そ し て その 次 に 使徒 や 預言 者 の 、 そ れ に 次 いで 義人 の 
名 が 来 ま す 。 そ の 後に 来る の が ハサン (良い 、 美 し い ) や ヤズ ィ ー ド ( 僅 大 に な る ) と い 
っ た 、 人 間 に と っ て の 良い 性 質 を 表す 名 前 で す が 、 既 に つけ て し まっ た 悪い 名 前 は 良い も 
の に 変更 する 必要 が あり ます 。 











































































































⑯ ハ ド ッ ニコ と ウド ゥ ヒヤ に する の が 最善 な の は ラク ダ 1 頭 で 、 次 が 和牛 1 頭 、 そ の 次 が 羊 で 
す 。 そ し て その 後に 、 ラ クダ 1 頭 の 7 分 の 1、 そ れ か ら 和 牛 1 頭 の 7 分 の 1 が 来 ま す 。 一 
方 アキ ー カ に 関し て は ラク ダ で あれ 和牛 で あれ 羊 で あれ 、1 人 分 に 対し て 丸ごと 1 頭 を 層 
る 他 の や り 方 は あり ませ ん 。 そ し て アキ ー カ の 場合 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) が そう し た よう に 、 羊 、 そ れ も 雄 の 羊 を 層 る の が 最も 良い と 見 な され ます 。 





















































⑱ デキ ー カ の 犠牲 も 、 そ の 年 齢 の 規定 に お いて は ウド ッ ヒ ヤ と 同様 で す 。 た だ 1 つ 異 な る 
の は 、 ア キー カ の 犠牲 に は ラク ダ で あれ 和牛 で あれ 羊 で あれ 、1 人 分 に つき 1 頭 丸 ご と を 
あて な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 








